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植民地の視点から見た脱植民地化資料群
世界各地を植民地支配した欧米諸国では第二次大戦後、人文学研究が植民地支配と共犯関係にあった知の枠組として西洋中
心主義を厳しく批判しました。この動きは近年では高等教育にも及び、教育カリキュラム自体に潜む西洋中心主義を克服する
試みが「カリキュラムの脱植民地化」の掛け声の下で進められています。研究・教育を支える史資料に目を転じると、図書館
や文書館は所蔵資料の地域別バランスを見直す必要を早い時期から自覚し、「蔵書資料の脱植民地化」の掛け声の下、旧植民
地の史資料の蒐集に乗り出し、蔵書資料の西洋中心主義を克服しようと試みています。「脱植民地化」は植民地の政治的独立
という20 世紀に実現した歴史的事実だけでなく、旧宗主国の制度や歴史認識に潜む植民地制度の負の遺産を克服する現在進
行形の試みとして、今もアクチュアルな課題を突き付けています。本データベースは、英国植民地の独立運動に関する史料群
を電子化して提供します。その際、植民地の視点に立った歴史認識に寄与すべく、独立運動を推進した植民地の指導者、政治
団体、政党が残した記録を収録することに努めました。収録資料はロンドン大学図書館（コモンウェルス研究所旧蔵）、ロン
ドン・メトロポリタン大学労働組合会議図書館、オックスフォード大学ナフィールド・カレッジという英国の三つの学術機関
の所蔵資料で、いずれも英国の旧植民地の資料蒐集に尽力した機関や個人のコレクションです。

ロンドン大学コモンウェルス研究所旧蔵政治パンフレット集成
ロンドン大学コモンウェルス研究所（Institute of Commonwealth Studies）は英国旧植民地関係資料の中では特に政治関係の資料
が充実しています。同研究所は、アフリカ関係の資料蒐集を推進するイギリスの図書館・文書館連携機関、アフリカ関係図書館・
文書館連合（SCOLMA）の加盟館でもあり、連合の中での役割分担として労働組合や政治関係の資料を集中的に蒐集してきました。
本コレクションはアフリカに加え、西アジア、南アジア、東南アジア、太平洋地域、オセアニア、カナダ、カリブ海地域を含む
60ヵ国以上の政治団体、政党、労働組合の綱領、選挙用マニフェスト、規約、パンフレット、ニュースレター、通信文、ポスター
等を収録します。これらは短命印刷物で長期的保存を想定していなかったため、入手が困難なものばかりです。全体で20万ペー
ジに及ぶ本データベース最大のコレクションです。資料の大半は多くの植民地が独立を実現した1960年代から70年代にかけて
のもので、地域的には南アフリカ、インド、カナダ、オーストラリア、ニュージーランドが高い割合を占めています。

ロンドン・メトロポリタン大学労働組合会議図書館所蔵マージョリー・ニコルソン文書
マージョリー・ニコルソン（Marjorie Nicholson）は労働党と近い関係にあった社会主義者で、フェビアン協会植民地局や労働
組合会議に勤務した経歴を持ちます。労働組合会議（Trades Union Congress, TUC）は19 世紀後半に創設された労働組合の全
国組織で、植民地との関係も深く、金銭的支援や労働組合の組織・運営法の伝授という形で植民地の労働者や労働組合の支
援活動を行ないました。ニコルソンも植民地の労働組合運動に関する知見を深め、インドのジャワハルラル・ネルー、トリニダー
ド・トバゴのエリック・ウィリアムズ、シエラレオネのシアカ・スティーヴンス、ケニアのトム・ムボヤ、シンガポールのリー・
クアンユー、ガーナのクワメ・ンクルマら、後に独立運動の指導者になる人々と交友関係を結びました。収録資料はニコルソ
ンが引退後に蒐集に尽力した資料で、労働組合会議の組織、労働組合会議の国際会議や植民地諮問委員会（Colonial Advisory 
Committee）の議事録や文書の他、国際自由労働組合総連盟（International Confederation of Free Trade Unions, ICFTU）、国際
労働機関（ILO）、王立西インド委員会（West India Royal Commission）のような労働組合会議と関わりの深い機関の文書、イ
ギリスとコモンウェルス諸国における協同組合運動、植民地の福祉と開発、強制労働、労働組合運動と汎アフリカ主義に関す
る文書が含まれています。地域別にはアフリカではガーナ、シエラレオネ、カメルーン、ナイジェリア、タンザニア、ケニア、
ウガンダ、スーダン、ガンビア、南アフリカ、ローデシア（ジンバブエ）、チュニジア、エジプト、アジアではインド、ビルマ、
セイロン、マラヤ、シンガポール、カリブ海地域ではジャマイカ、バルバドス、トリニダード、ガイアナ、バハマ、オセアニ
アではオーストラリア、ニュージーランドに関する資料が収録されています。イギリス労働組合運動と植民地解放運動の邂逅
が生んだ貴重な資料群です。

オックスフォード大学ナフィールド・カレッジ所蔵アフリカ労働組合文書集成
オックスフォード大学ナフィールド・カレッジ（Nuffield College）はアフリカ関係図書館・文書館連合（SCOLMA）の加盟館
として、アフリカの労働組合の資料の蒐集に努めてきました。本コレクションはアフリカの労働組合運動に関する文書、パン
フレットを集めたものです。労働組合の会議録、規約、刊行物、新聞記事切抜き、マニフェスト、演説等を含みます。収録年
代は1949 年から1969 年までの期間で、言語は英語とフランス語です。対象の国・地域はケニア、タンザニア、ガーナ、ナイジェ
リア、カメルーン、シエラレオネ、セネガル、ガンビア、ギニア、ガボン、ウガンダ、ガンビア、スーダン、アンゴラ、ボツ
ワナ、ニヤサランド、ベチュアナランド、スワジランドで、全アフリカ労働組合連合（All African Trade Union Confederation）、ガー
ナ労働組合会議、ナイジェリア労働組合会議、鉄道アフリカ組合（ケニア）、鉄道アフリカ組合（ウガンダ）、ガーナ鉱山労働
者組合、国際自由労働組合総連盟（ICFTU）等の団体が取り上げられています。
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データベースの概要
 収録文書：�書籍、パンフレット、タイプ打ち原稿、手稿（フルテキスト検索に対応）（約 25 万ページ）
 収録資料の期間：19 世紀末から2010 年代（大半は 20 世紀半ば）
 収録資料の言語：�英語が大半、その他フランス語、英国旧植民地・英連邦構成国の諸言語
 原資料所蔵機関：�ロンドン大学図書館（Senate Library）、ロンドン・メトロポリタン大学労働組合会議図書館、オックスフォー

ド大学ナフィールド・カレッジ
 機能：�ページ送り、画面拡大・縮小、全画面表示、輝度・コントラスト調整のビューワ機能の他、印刷、PDFファイルのダウンロード、

OCR/HTRテキストのダウンロード、書誌自動生成、書誌情報のエクスポート、メール送信、Google ／ Microsoftログ
インとクラウド連携を実装。別契約のテキストマイニングツール Gale Digital Scholar Labでもご利用になれます。

一字一句までフルテキスト検索。検索語はハイライト表示

統合検索プラットフォーム Gale Primary Sources では追加コスト
なしで導入済の Gale の買切データベースとの横断検索ができます

文書番号、文書タイトル、年代を示した一覧ページが
設けられ、各文書にハイパーリンクされています

手稿資料もフルテキスト検索

トップページ

文書表示画面では手稿文書を含め、文書イメージと
OCR/HTR テキストを左右見開きで表示することができます
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「ロンドン大学図書館所蔵政治パンフレット集成」収録資料（例）

	⿙ 選挙人連合『ケニア植民地・保護領のための政策概観』（1946）
	⿙ 選挙人連合『ケニア計画』（1949）
	⿙ 選挙人連合『ケニアの土地問題』（1953）
	⿙ �フランシス・スコット、選挙人連合『ケニア自治草案』（刊行年
不詳）

	⿙ カプリコーン・アフリカ協会『カプリコーン・アフリカ』（1953）
	⿙ �デヴィッド・スターリング、カプリコーン・アフリカ協会『英領東・
中央アフリカ計画』（1959）
	⿙『新しいケニアの挑戦：新ケニア党のための政策声明』（1959）
	⿙ �『ケニア・アフリカ人民族同盟（KANU）独立・社会民主主義・
安定のためのマニフェスト』（1960）

	⿙ ケニア人民同盟『国民宣言：ケニア人民同盟綱領』（1966?）

	⿙ �『ケニア・アフリカ人民族同盟（KANU）：一つのケニア、一つ
の国民、前進あるのみ！』（1969）
	⿙『ケニア・アフリカ人民族同盟（KANU）規約』（1992）
	⿙ �ケニアの政治犯釈放のための委員会『ケニアにおける政治的抑
圧の手段としての法』（1982）

	⿙ �ケニアの政治犯釈放のための委員会『オディンガ・オギンガを
釈放せよ』（1983）

	⿙ �ケニア解放のための愛国者連合『Mwakenyaの民主主義計画』
（1991）
	⿙ �ケニア解放のための愛国者連合『ケニアの現状に関する
Mwakenyaの見解』（1992）

	⿙ �全国超同盟連合（NASA）『ケニアの夢への道：我が党のマニフェ
ストを実行する』（2017）

◆ ケニア

	⿙ ウガンダ人民会議『政策声明：統一、公正、独立』（1962）
	⿙ �ウガンダ人民会議、アポロ・ミルトン・オボテ『1968年6月11
日の第4回全国代表者会議で採択されたウガンダ人民会議規約』

（1968）
	⿙ �ベネディクト・キワヌカ、民主党『自由へ：民主党マニフェスト』
（1960）

	⿙ ベネディクト・キワヌカ、民主党『民主主義とは何か』（1967）
	⿙ ヨウェリ・ムセベニ『国民抵抗運動の10項目の綱領』（1986）
	⿙ �ヨウェリ・ムセベニ『この先の課題に取り組む：選挙マニフェスト』
（刊行年不詳）

◆ ウガンダ

	⿙ �タンガニーカ民族同盟（TANU）、ジュリアス・ニエレレ	
『アルーシャ宣言とタンガニーカ民族同盟の社会主義と自立の	
政策』（1967）

	⿙ �ジュリアス・ニエレレ『独立後タンザニアの10年：タンガニーカ・
アフリカ民族同盟党首の報告』（1971）

	⿙ ジュリアス・ニエレレ『タンザニア革命党政府の5年』（1982）

◆ タンザニア

	⿙ �マラウィ会議党『マラウィ会議党年次大会決議集 1965年 -	
1985年』（1985）

	⿙ �カムズ・バンダ、マラウィ会議党『党大会での大統領の演説』
（1966）

	⿙『民主主義同盟（AFORD）マニフェスト』（1993）
	⿙ �民主主義同盟（AFORD）、チャクフワ・チハナ『マラウィにお
ける貧困削減：民主主義同盟院内会派へのチャクフワ・チハナ
党首の演説』（1994）

◆ マラウィ

	⿙ �『統一民族独立党：約束の履行：ザンビアにおける統一民族独
立党統治の5年間の輝かしい記録 1964-1968年』（1968）

	⿙ �ケネス・カウンダ『同等なる者の国民：カブウェ宣言：統一民
族独立党全国評議会での演説』（1973）

	⿙ �ケネス・カウンダ、統一民族独立党『未来の挑戦：統一民族独
立党全国評議会での演説』（1973）

	⿙ �ケネス・カウンダ、統一民族独立党『人民の大義が党の大義で
ある：中央委員会の指針』（1974）

◆ ザンビア

	⿙『フレリモ：マルセリーノ・ドス・サントスへのインタビュー』（1971）	 	⿙ �フレリモ（モザンビーク解放戦線）情報部『モザンビーク革命：
1975年6月25日』（1975）

◆ モザンビーク

	⿙ �アベル・ムゾレワ『アフリカ民族評議会マニフェスト：統一の
旗の下に』（1972?）

	⿙ アベル・ムゾレワ『来たれ、共に論ぜん：二つの演説』（1972）
	⿙ �ジェイムズ・チケレマ『近年のローデシアの政治・政体状況に
関してジンバブエ・アフリカ人民同盟（ZAPU）からウィルソン
英国首相へ提出された覚書』（1964）

	⿙ �ジンバブエ・アフリカ人民同盟（ZAPU）『ジョシュア・ンコモの声』
（1973）
	⿙ �ンダバニンギ・シトレ、ジンバブエ・アフリカ民族同盟（ZANU）
『ジンバブエは今や自由でなければならない』（1972）
	⿙ �ンダバニンギ・シトレ、ジンバブエ・アフリカ民族同盟（ZANU）
『生得権の擁護』（1975）
	⿙ �ロバート・ムガベ、ジンバブエ・アフリカ民族同盟『同志ロ
バート・ムガベ大統領、ジンバブエの解放地域への人道支援を	
訴える』（1979）

	⿙ ゴードン・チャブンドゥカ『アフリカ民族評議会』（1975）
	⿙ 中央党（南ローデシア）『中央党の原理と政策の概要』（1974?）
	⿙ �ジンバブエ解放戦線（FROLIZI）『ジンバブエ解放のための政
治綱領』（1971?）

	⿙ �愛国戦線（PF）『土地を人民に！平和と統一、雇用と教育と進歩、
権力を人民に！1980年選挙マニフェスト』（1980）

	⿙ �愛国戦線（PF）『イギリスのランカスターハウス合意破棄に関す
る覚書』（1980）
	⿙ �ジンバブエ・アフリカ民族同盟愛国戦線（ZANU-PF）『ハラレ
国際会議センターでの臨時会議文書・演説集』（1988）

	⿙ �ジンバブエ・アフリカ民族同盟愛国戦線（ZANU-PF）『全国	
女性連盟会議演説・文書集』（1989）

	⿙ �ジンバブエ・アフリカ民族同盟愛国戦線（ZANU-PF）『選挙	
マニフェスト 1990年』（1990）

	⿙ ローデシア戦線（RF）『原理と政策 1962年』（1962）
	⿙ ローデシア戦線（RF）『原理と政策 1973年』（1973）
	⿙ �統一アフリカ民族会議（UANC）『ジュネーヴ以後の統一アフリ
カ民族会議：現在と将来』（1977）

	⿙ �ジェイムズ・チケレマ、統一アフリカ民族会議（UANC）	
『ローデシアからジンバブエへ』（1977）
	⿙ �ジンバブエ・アフリカ人民同盟（ZAPU）『ジンバブエにおける
武装革命闘争』（1973）

	⿙ �ジンバブエ・アフリカ人民同盟（ZAPU）『マスメディアとジン
バブエ解放闘争』（1978）

	⿙ �ジンバブエ・アフリカ人民同盟（ZAPU）『マニフェストと政策：
新しい民族秩序のための政策総覧』（1999）

	⿙ ジンバブエ統一人民機構（ZUPO）『原理と政策』（1977）

◆ ジンバブエ
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	⿙ ボツワナ民主党『ベチュアナランド民主党小史』（1963）
	⿙ セレツェ・カーマ、ボツワナ民主党『国民の基礎を築く』（1982）

	⿙『ボツワナ民主党規約』（1995）
◆ ボツワナ

	⿙ �南西アフリカ人民機構（SWAPO）『SWAPOに関する情報：歴史
プロフィール』（1978）
	⿙ �南西アフリカ人民機構（SWAPO）『SWAPO政治犯に関する情報』
（1978）

	⿙ �サム・ヌジョマ、南西アフリカ人民機構（SWAPO）『我々の闘
争は個々の少数派の白人入植者に対するものではなく、システ
ムに対するものだった』（1980）

◆ ナミビア

	⿙ ジェイムズ・カラタ、アフリカ民族会議（ANC）『ANC小史』（1957）
	⿙ �ネルソン・マンデラ、アフリカ民族会議（ANC）『我 は々告発する：
ネルソン・マンデラ裁判』（1963）

	⿙ �アフリカ民族会議『裁かれる南アフリカ：リヴォニア裁判の蔭で』
（1963）
	⿙ �アフリカ民族会議（ANC）『野蛮な力：南アフリカの刑務所に
おける囚人の扱い』（1963）
	⿙ アフリカ民族会議（ANC）『南アフリカの労働組合運動』（1970）
	⿙ �オリバー・タンボ、アフリカ民族会議（ANC）『権力を人民へ！』
（1976）
	⿙ �アフリカ民族会議（ANC）『南アフリカのアパルトヘイト：植民
地主義の特殊類型』（1977）

	⿙ アフリカ民族会議（ANC）『75年間の闘争』（1987）
	⿙ �アフリカ民族会議『服従か、さもなくば闘え！：民族の槍の30年』
（1991）
	⿙ �アフリカ民族会議（ANC）『アパルトヘイトから平和、民主主義、
開発へ：1993年 2月ヨハネスブルグ国際連帯会議』（1993）

	⿙ �アフリカ民族会議『ANCと権利章典、1923-1993：70年概観』
（1993?）
	⿙ �アフリカ民族会議（ANC）『アフリカよ、時が来た：90年間の闘争：
アフリカ民族会議の歴史 1912-2002』（刊行年不詳）

	⿙『ズールー協会憲章』（1939）
	⿙『1948年全アフリカ会議（AAC）議事録』（1948）
	⿙ �G.H.グール『非ヨーロッパ人統一運動（NEUM）と労働組合』
（1951）
	⿙ 南アフリカ全国学生連合（NUSAS）『トランスカイ概観』（1951）
	⿙ �南アフリカ全国学生連合『南アフリカにおける人種関係の歴史』
（1961）
	⿙ �南アフリカ全国学生連合『バンツースタン：アパルトヘイトの
支柱』（1983）

	⿙ �南アフリカ学生会議（COSAS）『学びの扉は万人に開かれるべ
きである：アパルトヘイト教育にNOを！』（1984）
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